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緒
言

　

院
政
後
期
に
浄
土
宗
を
立
て
た
法
然
房
源
空
（
長
承
二
年
﹇
1
1
3
3
﹈
〜
建
暦
二
年
﹇
1

 

2

 
1
 

 
2
﹈）
は
建
久
九
年
（
1
1
9
8
）、
九
条
兼
実
の
懇
請
に
応
じ
て
主
著
『
選
択
本
願
念
仏
集
』

（
以
下
、『
選
択
集
』
と
略
す
）
を
撰
述
し
た
。
本
稿
で
は
、
学
界
未
知
の
古
写
本
で
あ
る
三
宝

寺
旧
蔵
『
選
択
集
』（
以
下
、「
三
宝
寺
本
」
と
称
す
）
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
利
用

し
て
広
本
（
後
述
）
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

第
一
項
　
三
宝
寺
本
略
解
題

　

三
宝
寺
本
は
、
付
属
品
の
値
札
に
よ
れ
ば
、
東
京
神
田
末
広
町
の
集
古
書
房
が
古
書
籍
展

覧
会
に
二
円
五
十
銭
で
出
品
し
、
徳
富
蘇
峰
が
購
入
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
裏
表
紙
見
返
し

に
、
大
正
五
年
（
1
9
1
6
）
十
月
廿
五
日
付
の
鉛
筆
書
き
と
同
月
廿
七
日
付
の
蘇
峰
識
語

が
あ
る
。
恐
ら
く
蘇
峰
は
、
廿
五
日
に
入
手
し
て
そ
の
成
簣
堂
文
庫
に
収
蔵
し
、
二
日
後
の

廿
七
日
に
識
語
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

同
本
を
、
昭
和
七
年
（
1
9
3
2
）
の
蘇
峰
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
刊
行
会
編
（
長
沢
規
矩
也
・

川
瀬
一
馬
解
題
）『
成
簣
堂
善
本
書
目
』（
民
友
社
。
以
下
、『
旧
書
目
』
と
称
す
）
と
四
十
二
年
の
『
国

書
総
目
録
』
第
五
巻
（
岩
波
書
店
）、
そ
し
て
平
成
四
年
（
1
9
9
2
）
の
川
瀬
一
馬
編
『
新
修

成
簣
堂
文
庫
善
本
書
目
』（
石
川
文
化
事
業
財
団
お
茶
の
水
図
書
館
。
以
下
、『
新
書
目
』
と
称
す
）
は

そ
れ
ぞ
れ
次
の
如
く
著
録
し
て
い
る
。
な
お
『
国
書
総
目
録
』
の
所
謂
「
茶
図
」
は
、
蘇
峰

か
ら
成
簣
堂
文
庫
を
一
括
購
入
し
た
石
川
武
美
の
創
設
し
た
、
お
茶
の
水
図
書
館
（
現
在
の

石
川
武
美
記
念
図
書
館
）
の
略
称
で
あ
る
。

選
択
本
願
念
仏
集　

二
巻　

釈
源
空
撰　

一
冊

室
町
初
期
写
本
。
八
行
十
八
字
両
面
書
写
。「
金
映
山
三
宝
寺
」
印
記
あ
り
。

 

（『
旧
書
目
』、
一
〇
九
頁
）

選
択
本
願
念
仏
集　
〔
…
〕
茶
図
成
簣

　
　

（
室
町
初
期
写
二
巻
一
冊
）

 

（『
国
書
総
目
録
』、
二
一
七
頁
）

選
択
本
願
念
仏
集　

二
巻　

一
冊

室
町
末
期
写
。
美
濃
小
本
。
毎
半
葉
八
行
付
訓
書
写
。
巻
首
に
「
金
映
山
三
宝
寺
」
黒

印
記
あ
り
。
褐
色
古
表
紙
補
添
。
巻
末
に
蘇
峰
手
識
あ
り
。
三
宝
寺
は
京
都
花
園
村
鳴

滝
、
正
保
年
中
日
護
上
人
開
基
、
上
人
造
仏
像
有
名
の
由
を
記
る
す
。

 

（『
新
書
目
』、
三
〇
八
頁
）

三
宝
寺
本
は
こ
れ
ら
三
書
目
以
外
で
言
及
さ
れ
て
い
な
い
ら
し
く１
、
学
界
未
知
と
言
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

　

鎌
倉
初
期
に
成
立
し
て
草
稿
本
で
あ
る
廬
山
寺
本
な
ど
も
現
存
し
て
い
る
『
選
択
集
』
の

伝
本
と
し
て
、
室
町
時
代
書
写
の
三
宝
寺
本
は
最
古
級
で
な
い
が
、
黙
過
さ
れ
る
べ
き
ほ
ど

に
新
し
い
も
の
で
な
い
。
殊
に
写
本
と
し
て
は
、
廬
山
寺
本
と
往
生
院
本
、
禿
庵
文
庫
本
に

次
い
で
古
い
。
こ
れ
ま
で
三
宝
寺
本
が
全
く
注
目
さ
れ
ず
に
き
た
理
由
と
し
て
は
、
同
本
を

現
蔵
す
る
成
簣
堂
文
庫
が
浄
土
学
研
究
者
に
よ
っ
て
殆
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
同

本
が
浄
土
宗
や
真
宗
で
な
く
日
蓮
宗
の
寺
院
に
襲
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

三
書
目
の
解
題
と
幾
ら
か
重
複
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
の
、
稿
者
が
実
見
調
査
に
よ
っ
て

得
た
三
宝
寺
本
の
書
誌
な
ど
を
整
理
す
れ
ば
次
の
如
し
。

一
、
蔵
者
…
金
映
山
三
宝
寺
旧
蔵
、
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
現
蔵
。

一
、
員
数
…
一
巻
一
冊
（
本
末
合
冊
）。

一
、
法
量
…
天
地
二
四
・
〇
糎
、
左
右
一
七
・
〇
糎
。

三
宝
寺
本
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
と
広
本

森　
　
　

新
之
介
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一 
、
装
幀
…
四
針
眼
線
装
。
た
だ
し
、
片
面
書
写
袋
綴
で
な
く
両
面
書
写
。
褐
色
の
古
く
細

い
綴
じ
糸
は
断
裂
し
て
お
り
、
白
色
の
新
し
く
や
や
太
い
綴
じ
糸
で
補
綴
さ
れ
て
い
る
。

一 
、
表
紙
…
表
裏
と
も
に
褐
色
古
表
紙
。
表
表
紙
の
右
上
に
楷
体
墨
書
「
縁
」
あ
り
、
中
央

に
草
体
朱
書
「
尊
」
あ
り
、
こ
れ
ら
二
字
は
江
戸
時
代
の
も
の
か
。
楷
体
墨
書
「
縁
」
の

右
上
に
細
く
微
か
に
墨
書
一
字
あ
り
、
判
読
困
難
な
が
ら
や
は
り
「
縁
」
ら
し
く
見
え
、

こ
れ
は
よ
り
古
い
も
の
か
。
裏
表
紙
の
右
下
に
天
地
逆
転
し
た
墨
書
「
決
疑
抄
直
牒
」
が

微
か
に
見
え
る
。『
決
疑
鈔
直
牒
』
を
解
体
し
、
表
紙
の
表
裏
と
天
地
を
逆
転
さ
せ
て
再

利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
裏
表
紙
の
中
央
に
も
朱
書
一
字
あ
り
、
こ
れ
を
天
地
逆
転
さ
せ

た
も
の
が
表
表
紙
の
草
体
朱
書
「
尊
」
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
朱
色
が
薄
れ
て
お
り
判
読

困
難
。

一
、
紙
数
…
九
十
八
丁
（
本
四
十
六
丁
、
末
五
十
二
丁
）、
丁
付
な
し
。

一 

、
題
号
…
外
題
な
し
。
首
題
「
選
択
本
願
念
仏
集
本
」（
一
オ
）、
同
「
選
択
本
願
念
仏
集
末
」

（
四
七
オ
）、
尾
題
「
選
択
本
願
念
仏
集
」（
九
八
オ
）、
小
口
題
「
浄
土
選
択
集
上
下
」
あ
り
。

一 

、
本
文
…
無
辺
無
界
。
半
丁
八
行
、
一
行
十
八
字
（
稀
に
十
七
字
や
十
九
字
、
廿
字
の
行
あ
り
）。

本
文
す
べ
て
一
筆
。
墨
筆
の
付
訓
や
訓
点
も
ま
た
多
く
書
写
者
に
よ
る
も
の
、
僅
か
に
あ

る
朱
点
も
同
じ
か
。
た
だ
し
、
や
や
太
く
荒
い
異
筆
の
書
き
入
れ
も
僅
か
に
あ
り
。

一
、
状
態
…
完
存
。
虫
損
あ
る
も
、
判
別
不
能
の
文
字
な
し
。

一 

、
印
記
…
双
郭
竪
二
行
陰
陽
刻
朱
印
記
「
徳
富
氏
珎
蔵
記
」（
一
オ
右
下
。『
新
書
目
』
天
然

色
口
絵
一
頁
所
載
『
秘
府
略
』
巻
第
八
百
六
十
四
巻
首
書
影
参
照
）、
双
郭
竪
二
行
陽
刻
墨
印
記
「
金

映
山
弎
寶
寺
」（
一
オ
右
下
、
四
七
オ
右
下
）
あ
り
。

一
、
奥
書
…
な
し
。

一 

、
識
語
…
裏
表
紙
見
返
し
に
、
旧
蔵
者
の
蘇
峰
に
よ
る
大
正
五
年
（
1
9
1
6
）
十
月
廿

七
日
付
の
も
の
あ
り
。『
新
書
目
』
の
言
う
如
く
、
三
宝
寺
の
所
在
が
京
都
鳴
滝
で
あ
る

こ
と
や
、
同
寺
開
山
の
日
護
が
造
像
で
著
名
で
あ
る
こ
と
を
書
き
記
す
。

な
お
三
宝
寺
本
は
、
印
記
が
第
一
丁
表
の
首
題
「
選
択
本
願
念
仏
集
本
」
の
下
だ
け
で
な
く
、

第
四
十
七
丁
表
の
首
題
「
選
択
本
願
念
仏
集
末
」
の
下
に
も
捺
さ
れ
て
い
る
。
表
表
紙
見
返

し
と
第
一
丁
、
そ
し
て
第
四
十
六
丁
と
第
四
十
七
丁
で
は
虫
損
の
位
置
が
大
き
く
異
な
り
、

第
一
丁
は
地
の
喉
に
や
や
角
潰
れ
が
あ
る
が
表
表
紙
見
返
し
は
地
の
喉
に
そ
れ
が
な
い
。
し

か
も
喉
の
余
白
が
非
常
に
狭
く
、
第
七
十
八
丁
表
第
一
行
右
傍
の
小
書
一
字
な
ど
は
読
み
難

く
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
原
態
は
粘
葉
装
二
帖
本
で
あ
り
、
寛
永
六
年
（
1
6
2
9
）
建
立

の
三
宝
寺２
へ
の
移
蔵
後
に
二
帖
そ
れ
ぞ
れ
に
捺
印
さ
れ
、
後
に
線
装
一
冊
本
に
改
め
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う３
。

第
二
項
　
三
宝
寺
本
の
員
数

　

前
項
所
掲
の
三
書
目
は
す
べ
て
三
宝
寺
本
を
二
巻
一
冊
と
し
て
い
る
。「
選
択
本
願
念
仏

集
本
」（
一
オ
）
と
「
選
択
本
願
念
仏
集
末
」（
四
七
オ
）
と
い
う
二
つ
の
首
題
が
あ
る
か
ら
で

あ
ろ
う
が
、
同
本
を
本
末
二
巻
と
数
え
る
こ
と
は
誤
り
だ
と
言
っ
て
よ
い
。

　

源
空
死
没
前
々
月
の
建
暦
元
年
（
1
2
1
1
）
十
一
月
付
で
弟
子
の
平
基
親
が
作
っ
た
「
新

雕
選
択
本
願
念
仏
集
序
」（
法
然
院
蔵
『
選
択
集
』
延
応
版
表
表
紙
見
返
し
所
載
）
は
、「
空
上
人
有w

一
軸

0

0

文
集
之
書a

号w

「
選
択
本
願
念
仏
集
」q

」
と
し
て
お
り
、
当
時
の
『
選
択
集
』
が
一

巻
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
嘉
禎
三
年
（
1
2
3
7
）
成
立
の
正
信
房
湛
空
『
四
巻
伝
』

こ
と
『
伝
法
絵
流
通
』
巻
第
二
も
、
画
中
詞
で
「
権
律
師
隆
寛

　
　

小
松
殿
ニ
参
向
の
時
、
上
人
御

堂
の
後
戸
ニ
出
対
給
て
、
一
巻

0

0

の
書
を
持
て
隆
律
師
の
胸
間
ニ
指
入
。
依w

月
輪
殿
之
仰q

所p 

撰
『
撰
択
集
』
也
」（
五
二
頁
）
と
す
る
。
以
後
も
、
日
蓮
『
守
護
国
家
論
』（
正
嘉
三
年
﹇
1

 

2

 
5
 

 
9
﹈
成
立
か
）
に
「
中
昔
有w

邪
智
上
人a

為w

末
代
愚
人q

破w

一
切
宗
義a

造w

『
選
択
集
』

一
巻

0

0q

」（
八
九
頁
）
と
あ
り
、
浄
土
宗
九
品
寺
流
祖
の
覚
明
房
長
西
『
浄
土
依
憑
経
論
章
疏

目
録
』
集
義
録
第
四
（
嘉
禄
元
年
﹇
1
2
2
5
﹈
〜
文
永
三
年
﹇
6 

6
﹈
成
立
）
に
「『
選
択
念
仏
集
』

一
巻

0

0　

同
〔「
黒
谷
上
人
」
…
引
用
者
註
〕」（
二
一
オ
）
と
あ
る
な
ど
、
概
ね
鎌
倉
時
代
に
お
い

て
『
選
択
集
』
は
一
巻
と
数
え
ら
れ
て
い
た４
。

　

し
か
し
、
鎌
倉
末
期
に
西
山
流
本
山
派
祖
の
康
空
示
導
が
流
祖
の
善
恵
房
証
空
に
仮
託
し

て
偽
作
し
た
ら
し
い
『
選
択
密
要
決５
』
巻
第
五
「
静
以
善
導
観
経
疏
者
已
下
事
」
は
、
源
信

『
往
生
要
集
』
と
源
空
『
選
択
集
』
に
つ
い
て
「『
往
生
要
集
』
三
巻
、
各
分w

本
末q

六
帖
。

『
選
択
本
願
念
仏
集
』
一
巻

0

0

、
分0w

本
末

0

0q

二
巻

0

0

。
已
上
八
巻
、
是
云w

「
浄
土
本
疏
」q

」（
一

七
オ
）
と
し
て
お
り
、
当
時
『
選
択
集
』
一
巻
は
本
末
に
分
け
て
二
巻
と
数
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
南
北
朝
時
代
の
康
永
三
年
（
1
3
4
4
）、
日
蓮
宗
の
浄
行
院
日
祐
『
本

尊
聖
教
録
』
第
十
七
箱
「
大
徳
要
文
等
」
は
「『
選
択
』
上
下
二
〻
〔「
帖
」
…
引
用
者
註
〕」

と
著
録
し
た
。
た
だ
し
、
十
八
年
後
の
康
安
二
年
（
1
3
6
2
）、
大
谷
流
の
存
覚
光
玄
『
浄

典
目
録
』
は
「『
選
択
集
』
一
巻

0

0

〈
本
末
二
帖

0

0

0

0

〉　

黒
谷
先
徳
御
作
源
空
上
人

　
　
　
　

」
と
著
録
し
て
お
り
、

『
選
択
集
』
は
本
末
に
分
帖
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
巻
だ
と
理
解
し
て
い
た
ら
し
い
。

　

ま
た
、
浄
土
宗
白
旗
流
の
酉
誉
聖
聡
『
浄
土
三
国
仏
祖
伝
集
』
巻
下
（
応
永
廿
三
年
﹇
1

 

4

 
1
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6
﹈
成
立
）
は
「
第
五
祖
本
朝
浄
土
宗
元
祖
法
然
上
人
者
、〔
…
〕
製-w

作
〔
…
〕『
選
択
集
』
二0

巻0

〔
…
〕q

」（
三
二
八
頁
）
と
し
て
お
り
、
当
時
は
二
巻
説
が
主
流
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
聖
聡
の
説
を
弟
子
の
了
暁
慶
善
が
記
し
た
ら
し
い
『
直
牒
見
聞
』

巻
上
に
次
の
或
問
が
見
え
る
。

問
、「『
選
択
』
ト
者
、
本
一
巻

0

0

ノ
文
歟
、
又
上
人
ヨ
リ

　
　

本
末
二
巻

0

0

0

0

ニ
分
ル
文
歟
」。
答
、
本
ト

一
巻

0

0

也
。
開w
印
判q

時
、
後
ニ
部
巻
多
キ
故
ニ
為w

調
巻a

発w

刑形
カ

木q

次
ニ
分p

之
ヲ
也
。

 

（
一
オ
）

『
選
択
集
』
は
本
来
一
巻
だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
開
版
す
る
時
、
紙
数
が
多
く
な
る
た
め
版
木

を
起
こ
し
た
後
で
二
分
さ
れ
た
、
と
。

　

最
初
の
刊
本
で
あ
る
建
暦
二
年
（
1
2
1
2
）
版
は
亡
佚
し
て
お
り
、
こ
れ
が
一
帖
本
で

あ
っ
た
か
二
帖
本
で
あ
っ
た
か
は
知
り
得
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
廿
五
年
後
に
開
版
さ
れ
た

延
応
元
年
（
1
2
3
7
）
版
は
現
存
し
て
お
り
、
粘
葉
装
二
帖
本
で
あ
る
。『
直
牒
見
聞
』
の

言
う
如
く
、
建
暦
版
か
延
応
版
に
よ
っ
て
分
帖
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

延
応
版
は
毎
半
丁
六
行
十
七
字
詰
め
で
あ
り
、
十
六
章
の
前
八
章
を
収
め
る
本
帖
は
第
七

十
八
丁
裏
の
第
六
行
で
終
わ
っ
て
お
り
、
空
行
が
な
い
。
そ
し
て
後
八
章
を
収
め
る
末
帖
は
、

首
題
な
ど
な
く
第
九
章
の
章
題
「
念
仏
行
者
可p

行-w

用
四
修
法q
之
文
」
を
第
一
丁
表
の
第

一
行
と
し
て
始
ま
る
。
想
像
す
る
に
、
当
初
は
前
後
八
章
ず
つ
で
二
分
し
な
い
十
六
章
一
帖

本
と
し
て
雕
版
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
一
帖
本
と
し
て
装
幀
す
れ
ば
紙
数
が
余
り
に
多
く
な
っ

て
し
ま
い
不
便
だ
と
考
え
、
図
ら
ず
も
第
八
章
が
第
七
十
八
丁
裏
の
末
行
で
終
わ
り
次
章
が

次
丁
表
の
初
行
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
幸
い
と
し
、『
直
牒
見
聞
』
の
言
う
如
く
前
後

八
章
ず
つ
の
二
帖
本
と
し
て
装
幀
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
有
り
得
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
本
末
二
帖
本
の
普
及
に
よ
り
、『
選
択
集
』
は
一
巻
で
な
く
本
末
二
巻
だ
と

い
う
誤
解
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
三
宝
寺
本
も
ま
た
、
二
巻
一
冊
で
な
く
一
巻

一
冊
と
す
べ
き
で
あ
る
。

第
三
項
　
三
宝
寺
本
と
広
本

　

本
稿
で
三
宝
寺
本
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
最
大
の
理
由
は
、
こ
れ
が
学
界
未
知
の
古
写

本
だ
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
亡
佚
し
た
と
さ
れ
て
き
た
広
本
だ
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

　

源
空
没
後
廿
四
年
の
嘉
禎
二
年
（
1
2
3
6
）、
遺
弟
の
勢
観
房
源
智
は
『
選
択
要
決６
』
第

十
決
で
、
当
時
存
在
し
て
い
た
『
選
択
集
』
の
広
略
二
本
に
つ
い
て
こ
う
説
明
し
た
。

問
、「
於w

流
布
本a

有w

広
略
異z

其
相
違
有w

何
故q

」。
答
、
略
者
、
即
是
高
覧
本
也
。

然
執
筆
弟
子
為w

初
心
学
者a

後
加w

名
目z

問
、「
就w

異
本a

其
意
別
耶
」。
答
、
雖p 

無w

幾
別a

非p

無w

少
異z

所
詮
不p

可p

如w

高
覧
本z

 

（
一
五
オ
）

略
本
は
兼
実
の
高
覧
に
供
し
た
も
の
で
、
広
本
は
執
筆
の
弟
子
が
初
心
学
者
の
た
め
に
名
目

を
加
え
た
も
の
だ
。
二
本
は
大
同
小
異
だ
が
、
高
覧
本
こ
そ
が
善
本
だ
、
と
。

　

広
本
は
鎌
倉
時
代
に
広
く
流
布
し
た
ら
し
く
、
鎮
西
流
の
然
阿
良
忠
な
ど
も
引
用
し
て
い

る
。
し
か
し
徐
々
に
読
ま
れ
な
く
な
っ
て
い
き
、
何
時
か
ら
か
亡
佚
し
た
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
江
戸
中
期
の
元
禄
九
年
（
1
6
9
6
）、
同
流
の
良
照
義
山
は
開
版
し
た
『
選

択
集
』
の
刊
記
で
同
書
に
つ
い
て
稿
刪
正
広
の
四
本
説
を
唱
え
、
そ
の
「
第
四
広
本
」
に
つ

い
て
「
不p

行w

于
世q

」
と
し
た
。
ま
た
江
戸
後
期
の
寛
政
二
年
（
1
7
9
0
）、
真
宗
江
州

大
津
西
栄
寺
の
惟
謙
致
敬
が
開
版
し
た
『
選
択
集
』
の
付
録
「
異
本
目
次
」
も
、「
広
本
」

に
つ
い
て
「
不p

伝
」（
原
割
註
）
と
し
て
い
た
。

　

広
本
研
究
の
画
期
と
な
っ
た
の
は
、
大
正
二
年
（
1
9
1
3
）
の
鷲
尾
教
導
「
選
択
集
広

本
に
就
て
」（『
六
条
学
報
』
一
三
六
）
に
よ
る
覚
善
本
（
龍
谷
大
学
図
書
館
現
蔵
、
請
求
記
号
「
二
一

‐
一
五
四
‐
四
」、
通
称
「
存
覚
相
伝
本
」「
存
覚
本
」）
の
紹
介
で
あ
る
。
同
本
は
延
文
元
年
（
1

 

 

 

3

 
 
 
5
   

 
6
）
に
存
覚
か
ら
相
伝
し
た
と
の
覚
善
識
語７
が
あ
る
延
べ
書
き
本
で
、
原
六
帖
だ
っ
た
に
違

い
な
い
が
本
上
中
下
と
末
上
の
四
帖
の
み
が
残
存
す
る
零
本
で
あ
る
。
そ
の
和
訳
さ
れ
た
本

文
は
流
布
本
と
異
な
り
広
本
佚
文
と
符
合
す
る
た
め
、
広
本
の
延
べ
書
き
本
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
覚
善
本
は
貴
重
な
史
料
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
四
つ
の
問
題
が
あ
る
。
第
一
に
、

前
四
帖
前
九
章
の
み
が
残
存
し
後
二
帖
後
七
章
が
残
欠
し
て
い
る
。
第
二
に
、
漢
文
が
和
文

に
延
べ
書
き
さ
れ
て
い
る
。
第
三
に
、
親
鸞
流
に
訓
読
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
四
に
、「
観

経
疏
」
を
「
観
経
義
」
に
作
り
、「
現
在
世
成
仏
」
の
「
世
」
を
脱
す
る
な
ど
、
一
部
の
語

彙
が
親
鸞
流
に
改
変
さ
れ
て
い
る８
。
そ
の
た
め
、
覚
善
本
に
よ
っ
て
広
本
の
旧
貌
を
復
元
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
紹
介
者
の
鷲
尾
も
同
稿
で
「『
広
本
』
の
真
を
伝
へ
る
に
多
少
の
遺
憾

は
あ
る
」（
三
四
頁
）
と
惜
し
ん
で
い
た
。

　

覚
善
本
の
紹
介
後
も
、
広
本
研
究
は
さ
ほ
ど
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
同
本
が
閲
覧
困
難

だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
零
本
で
あ
り
悪
本
で
あ
り
、
し
か
も
和
訳
さ
れ
て
い
る
た
め
広
本
そ

の
も
の
と
称
し
難
い
、
と
い
う
史
料
の
制
約
が
依
然
と
し
て
大
き
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

紹
介
か
ら
九
年
後
の
大
正
十
一
年
、
藤
堂
祐
範
は
「
広
本
は
早
く
其
伝
を
失
ひ
、
後
世
之
を
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見
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
至
れ
り９
」
と
述
べ
、
近
く
は
平
成
廿
三
年
（
2
0
1
1
）、
安
達
俊
英

が
「「
広
本
」
そ
の
も
の
は
現
存
し
な
いＡ
」
と
解
説
し
て
い
た
。

　

稿
者
は
こ
れ
ま
で
、
平
成
廿
七
年
の
論
文
で
広
本
に
論
及
し
て
以
来
、
広
本
へ
の
関
心
を

維
持
し
て
き
た
。
ま
た
数
年
来
、
春
本
龍
彬
や
井
上
慶
淳
、
下
端
啓
介
が
広
本
な
ど
に
つ
い

て
研
究
し
、
論
文
を
発
表
し
て
い
るＢ
。
た
だ
し
、
一
昨
年
に
井
上
が
「
現
存
唯
一
の
広
本
と

考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、〔
…
〕
存
覚
本
で
あ
る
。〔
…
〕
こ
の
ほ
か
に
は
広
本
と
考
え
ら
れ

0

0

0

0

0

0

0

る
写
刊
本
が
現
存
し
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」Ｃ
と
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
直
近
の
研
究
で
も
広
本
は
亡
佚
し

た
と
さ
れ
て
き
た
た
め
実
見
で
き
ず
、
稿
者
た
ち
は
不
十
分
な
佚
文
な
ど
に
依
拠
す
る
し
か

な
か
っ
た
。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
三
宝
寺
本
は
、
亡
佚
し
た
と
久
し
く
考
え
ら
れ
て
き
た
広
本
の
足
本
で

あ
る
。
そ
の
本
文
が
、
後
述
の
例
外
を
除
い
て
広
本
の
佚
文
と
一
致
す
る
た
め
、
そ
う
断
言

で
き
る
。

　

な
お
、
三
宝
寺
本
に
は
僅
か
な
が
ら
異
文
註
記
が
あ
り
、
そ
れ
も
ま
た
貴
重
で
あ
る
。
例

え
ば
、
略
本
が
「
准p

上0

思p

之0

」（
延
応
版
本
帖
五
オ
）
に
作
る
第
一
章
私
釈
の
四
字
に
つ
い
て
、

一
方
で
良
忠
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』
巻
第
一
「
私
云
窃
計
等
事
」（
建
長
六
年
﹇
1
2
5
4
﹈
〜

弘
安
十
年
﹇
8 

7
﹈
成
立
。
以
下
、『
決
疑
鈔
』
と
略
す
）
は
「
広
本
云
、「
准p

大0

思p

之0

」」（
三
七
オ
）

と
し
、
他
方
で
西
山
流
深
草
派
の
善
偉
堯
恵
『
選
択
私
集
鈔
』
巻
第
一
「
次
小
乗
者
摠
是
経

律
論
等
事
」（
至
徳
四
年
﹇
1
3
8
7
﹈
前
後
成
立
。以
下
、『
私
集
鈔
』
と
略
す
）
は
「
広
本
云
、「
准p

大0

思p

小0

」
云　

　

云
」（
二
〇
ウ
）
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
広
本
佚
文
四
字
は
、
同
じ
く

第
二
字
を
「
大
」
に
作
る
も
の
の
、
第
四
字
を
「
之
」
に
作
る
か
「
小
」
に
作
る
か
で
異
な
っ

て
い
る
。
三
宝
寺
本
で
の
当
該
四
字
（
三
ウ
〜
四
オ
）
は
『
私
集
鈔
』
所
引
佚
文
と
一
致
し
、

そ
の
第
四
字
の
右
傍
に
異
文
註
記
二
字
が
小
書
さ
れ
て
お
り
、『
決
疑
鈔
』
所
引
佚
文
と
一

致
す
る
異
本
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
異
文
註
記
は
三
宝
寺
本
の
書
写
者
が
異
本
を
実
見
し

て
施
し
た
の
か
、
そ
も
そ
も
親
本
に
施
さ
れ
て
い
た
も
の
を
転
写
し
た
だ
け
な
の
か
は
明
ら

か
で
な
い
が
、
何
れ
に
せ
よ
広
本
の
伝
本
に
も
複
数
の
系
統
が
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
ら
れ

る
。

第
四
項
　
伝
正
中
版
と
広
本

　

三
宝
寺
本
に
は
奥
書
が
な
く
、
親
本
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
親
本

は
、
五
島
美
術
館
大
東
急
記
念
文
庫
に
末
帖
の
み
が
現
蔵
さ
れ
る
零
本
の
伝
正
中
版
（
函
架

番
号
「
二
五
‐
六
一
‐
一
〇
八
一
」）
か
、
同
版
に
極
め
て
近
い
本
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
三

宝
寺
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
項
で
考
証
す
る
こ
と
と
し
、
本
項
で
は
伝
正
中
版
と
そ
の

広
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

　

伝
正
中
版
は
無
刊
記
本
で
あ
り
、末
帖
の
裏
表
紙
見
返
し
に
見
え
る
次
の
正
中
二
年
（
1

 
 
 
3
 

2
 5
）
刊
記
は
後
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

正
中
二
年
十
月　

日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

比
丘
了
延　

刻

大
正
十
一
年
（
1
9
2
2
）
に
同
本
を
紹
介
し
た
藤
堂
は
、「
此
の
刊
記
は
本
文
の
書
体
の
如

く
優
秀
な
ら
ず
、
又
墨
色
粗
悪
な
り
」
と
し
、
ま
た
金
勝
山
浄
厳
院
蔵
の
古
刊
本
『
阿
弥
陀

経
』
に
も
同
一
の
後
補
刊
記
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、「
考
ふ
る
に
、
比
丘
了
延
は
「
正

中
二
年
十
月　

日
比
丘
了
延　

刻
」
の
印
判
を
所
持
し
居
り
て
、
在
来
の
諸
本
に
捺
印
せ
し

も
の
と
想
像
せ
ら
る
、〔
…
〕
然
ら
ば
此
の
版
本
は
正
中
二
年
以
前
の
出
版
と
見
る
べ
き
な

り
」
と
述
べ
たＤ
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
「
伝
正
中
版
」
と
称
す
る
。

　

そ
し
て
藤
堂
は
、
斯
く
も
述
べ
た
。

此
の
版
は
各
種
の
版
本
中
最
も
特
徴
を
備
へ
た
る
も
の
に
し
て
、
他
本
に
は
下
冊
に
首

題
な
き
に
、
此
の
本
に
は
之
を
置
き
。
又
他
本
は
第
九
四
修
章
よ
り
下
冊
と
せ
る
に
此

の
本
の
み
は
第
八
三
心
章
よ
り
下
冊
と
せ
り
。
又
他
本
は
皆
普
通
の
写
経
と
同
様
一
行

十
七
字
詰
な
る
に
、
此
の
本
に
限
り
十
八
字
詰
と
な
れ
り
。
又
〔
…
〕
異
点
頗
る
多
し
。

〔
…
〕
又
斯
版
の
特
徴
と
し
て
三
心
章
よ
り
を
末
と
し
て
分
冊
せ
る
こ
と
は
、
他
版
に

見
ざ
る
処
に
し
て
、
唯
だ
龍
谷
大
学
所
蔵
の
延
書
広
本

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〔
覚
善
本
…
引
用
者
註
〕
独
り
こ

0

0

0

の
特
徴
あ
り

0

0

0

0

0

。
大
に
研
究
の
価
値
あ
る
も
の
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。Ｅ

後
に
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
「
法
然
浄
土
教
の
総
合
的
研
究
」
研
究
班
が
伝
正
中
版
を
影
印

す
る
と
、
そ
の
解
題
で
兼
岩
和
広
も
同
版
と
広
本
の
関
係
に
つ
い
て
斯
く
述
べ
た
。

正
中
年
間
の
刊
記
を
記
す
『
選
択
集
』
は
「
第
八
三
心
章
」
よ
り
後
を
末
巻
と
し
て
印

行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
第
八
章
」
よ
り
後
を
末
巻
と
す
る
形
態
を
持
つ
も
の
は

他
に
仮
名
書
き
写
本
『
選
択
集
』（
龍
谷
大
学
蔵
、
存
覚
相
伝
本
）
が
現
存
し
て
い
る
が
、

こ
の
写
本
は
「
広
本
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
現
に
そ
の
本
文
中
に
は

他
本
に
見
ら
れ
な
い
多
く
の
補
文
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。〔
…
〕
こ
の
正
中
版

0

0

0

の
前
半
部
分

0

0

0

0

0

（
本
巻
）
に
は
現
存

0

0

0

0

「
広
本

0

0

」
の
如
き
の
文
章
の
増
補
が
見
ら
れ
た
可
能

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
所
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。〔
…
〕
こ
の
正
中
版
の
研
究
次
第
で
は
『
選
択
集
』
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研
究
史
上
、
全
く
新
た
な
見
解
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
、
大
い
に
研
究

0

0

0

0

0

の
価
値
の
あ
る
重
要
資
料
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。Ｆ

こ
れ
ら
藤
堂
と
兼
岩
の
提
言
以
後
も
、
伝
正
中
版
と
広
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
さ
ほ
ど
注

意
さ
れ
ず
に
き
た
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、
伝
正
中
版
に
寿
観
二
経
説
示
前
後
論
（
以
下
、「
二
経

前
後
論
」
と
略
す
）
が
見
え
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

二
経
前
後
論
と
は
、
草
稿
本
の
廬
山
寺
本
『
選
択
集
』
第
十
二
章
の
私
釈
で
展
開
さ
れ
た
、

釈
迦
が
『
無
量
寿
経
』
と
『
観
無
量
寿
経
』
の
二
経
を
説
示
し
た
順
序
に
つ
い
て
の
議
論
で

あ
る
。
廬
山
寺
本
で
こ
の
五
百
数
十
字
は
罫
で
囲
ま
れ
見
せ
消
ち
さ
れ
て
お
り
、
延
応
版
や

往
生
院
本
な
ど
の
略
本
諸
本
に
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
良
忠
『
浄
土
宗
要
集
』
巻
第
五

第
廿
三
「
三
経
説
時
前
後
如
何
」（
弘
安
五
年
﹇
1
2
8
2
﹈
〜
同
九
年
﹇
8 

6
﹈
成
立
か
）
は
「『
広

選
択
』
云
」（
二
三
ウ
）
と
し
て
、
廬
山
寺
本
と
ほ
ぼ
同
文
の
二
経
前
後
論
を
引
用
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
先
行
研
究
は
、
広
本
の
第
十
二
章
私
釈
に
も
二
経
前
後
論
が
あ
る
に
違
い
な
く
、

同
論
の
な
い
伝
正
中
版
は
広
本
で
な
い
と
考
え
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
次
の
如
く
、
第
十
六
章
私
釈
の
諸
本
が
「
弥
陀
」
に
作
る
二
箇
所
を
伝
正
中
版
は

「
釈
迦
」
に
作
る
。

就
中
毎
夜
夢
中
有p

僧
、
指-w

授
玄
義z

僧
者
恐
是
弥
陀

0

0

応
現
。
爾
者
可p

謂
、
此
疏
是

弥
陀

0

0

伝
説
。
何
況
大
唐
相
伝
云
、「
善
導
是
弥
陀
化
身
也
」。

 

（
延
応
版
末
帖
五
〇
ウ
〜
一
オ
）

就
中
毎
夜
夢
中
有p

僧
、
指-w

授
玄
義z

僧
者
恐
是
釈
迦

0

0

応
現
。
爾
者
可p
謂
、
此
疏
者

是
釈
迦

0

0

伝
説
。
或
復
大
唐
相
伝
云
、「
善
導
是
弥
陀
化
身
也
」。 （
伝
正
中
版
六
七
オ
〜
ウ
）

そ
し
て
春
本
が
指
摘
し
たＧ
よ
う
に
、
鎮
西
流
白
旗
派
の
了
誉
聖
冏
『
伝
通
記
糅
鈔
』
巻
第
四

十
八
「
本
曰
窃
以
〈
乃
至
〉
経
法
而
已
等
事
」（
応
永
二
年
﹇
1
3
9
5
﹈
成
立
）
は
良
忠
『
観
経

散
善
義
伝
通
記
』
巻
第
三
の
「「
常
有w

一
僧q

」
等
者
、『
選
択
集
』
云
、「
僧
者
恐
是
弥
陀

0

0

応
現
也
」」（
三
九
ウ
）
を
釈
し
て
、「
今
順w

『
選
択
集
』
義q

故
云w

「
弥
陀
」a

若
依w

広
本

0

0q

応p

云w

「
釈
迦

0

0

」q

」（
四
三
オ
）
と
し
て
お
り
、『
選
択
集
』
の
「
僧
者
恐
是
弥
陀

0

0

応
現
」
の

「
弥
陀
」
を
広
本
は
「
釈
迦
」
に
作
る
と
い
うＨ
。
そ
の
た
め
、
伝
正
中
版
に
は
広
本
の
佚
文

と
一
致
す
る
箇
所
も
あ
る
。

第
五
項
　
三
宝
寺
本
と
伝
正
中
版

　

三
宝
寺
本
の
親
本
が
伝
正
中
版
か
そ
れ
に
極
め
て
近
い
本
だ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
理
由

は
、
大
別
し
て
少
な
く
と
も
五
つ
あ
る
。

　

第
一
に
、
伝
正
中
版
は
半
丁
六
行
で
三
宝
寺
本
は
半
丁
八
行
で
あ
り
行
詰
め
が
異
な
る
も

の
の
、
と
も
に
概
ね
毎
行
十
八
字
で
あ
り
字
詰
め
が
同
じ
で
あ
る
。
し
か
も
三
宝
寺
本
が
十

八
字
詰
め
で
あ
る
の
は
偶
然
で
な
く
、
親
本
も
ま
た
そ
う
だ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
私
釈
で
あ
る
た
め
一
格
低
書
さ
れ
て
い
る
三
宝
寺
本
の
第
七
丁
表
の
文
字
配
列
を

千
字
文
で
示
せ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

天 

地 

玄 

黄 

宇 

宙 

洪 

荒 

日 

月 

盈 

昃 

辰 

宿 

列 

張 

寒

来 

暑 

往 

秋 

収 

冬 

蔵 

閏 

餘 

成 

歳 

律 

召 

調 

陽 

雲 

騰

致 

雨 

露 

結 

為 

霜 

金 

生 

麗 

水 

玉 

出 

崑 

岡 

剣 

号 

巨

闕 

珠 

称 

夜 

光 

果 

珍 

李 

奈 

菜 

重
◦芥

薑 

海 

鹹 

河  

淡 

0

鱗 

潜 

羽 

翔 

龍 

師 

火 

帝 

鳥 

官 

人 

皇 

始 

制 

文 

字 

乃

服 

衣 

裳 

推 

位 

譲 

国 

有 

虞 

陶 

唐 

弔 

民 

伐 

罪 

周 

発

殷 

湯 

坐 

朝 

問 

道 

垂 

拱 

平 

章 

愛 

育 

黎 

首 

臣 

伏 

戎

羌 

遐 

邇 

壱 

体 

率 

賓 

帰 

王 

鳴 

鳳 

在 

樹 

白 

駒 

食 

場

注
意
す
べ
き
は
、
第
四
行
の
脱
字
（
芥
）
が
小
圏
点
と
右
傍
小
書
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
る

こ
と
と
、
同
行
の
末
字
（
淡
）
が
二
格
に
跨
り
や
や
縦
長
に
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
書
写
者
は
、
同
行
第
十
六
字
（
河
）
を
書
写
し
た
直
後
に
第
十
二
字
（
芥
）
を
脱
し

て
い
た
こ
と
を
察
し
、
第
十
一
字
（
重
）
の
下
に
小
圏
点
を
施
し
右
傍
に
小
書
し
て
脱
字
を

補
っ
た
に
違
い
な
い
。
で
は
何
故
、
書
写
者
は
同
行
末
の
二
格
に
二
字
（
淡
鱗
）
を
書
写
せ

ず
敢
え
て
一
字
（
淡
）
だ
け
を
書
写
し
、
次
の
字
（
鱗
）
を
同
行
末
で
な
く
次
行
頭
に
書
写

し
た
の
か
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
親
本
が
十
八
字
詰
め
で
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
た
め
、
書
写
時
に

こ
れ
を
踏
襲
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

十
七
字
詰
め
で
あ
れ
十
八
字
詰
め
で
あ
れ
、
親
本
の
字
詰
め
が
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
れ
ば
、

こ
れ
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
脱
字
を
自
ら
察
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
る
。
三
宝
寺
本
は

第
七
丁
表
第
四
行
以
外
で
も
、
第
十
五
丁
裏
第
五
行
や
第
七
十
八
丁
表
第
一
行
で
、
脱
字
を

小
圏
点
と
右
傍
小
書
に
よ
っ
て
補
い
行
末
の
一
字
を
二
格
に
跨
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
第
七
十

七
丁
表
の
一
格
低
書
さ
れ
た
私
釈
で
は
、
第
六
行
を
行
末
ま
で
書
写
し
た
直
後
に
誤
っ
て
二

字
を
衍
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
察
し
た
ら
し
く
、
そ
の
二
字
（
第
十
一
、
第
十
二
字
）
を
見
せ

消
ち
し
、
次
の
第
七
行
で
は
字
間
を
詰
め
て
二
字
多
い
十
九
字
を
書
写
し
て
配
字
の
過
多
を

解
消
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
そ
の
親
本
が
原
則
と
し
て
十
八
字
詰
め
で
あ
っ
た
こ
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と
を
暗
示
し
て
い
よ
う
。

　

第
二
に
、
伝
正
中
版
に
は
多
く
の
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
三
宝
寺
本
と
概
ね
一
致
す
る
。

例
え
ば
、
前
述
の
如
く
延
応
版
な
ど
は
十
六
章
を
第
八
章
ま
で
と
第
九
章
か
ら
で
二
分
し
て

い
る
が
、
伝
正
中
版
は
第
八
章
か
ら
を
末
帖
と
し
、
し
か
も
第
一
丁
表
は
同
章
の
章
題
「
念

仏
行
者
必
可p
具-w
足
三
心q

之
文
」
の
前
に
低
書
な
し
の
首
題
が
あ
っ
て
、

　
　

選
択
本
願
念
仏
集
末

　
　
　

念
仏
行
者
必
可
具
足
三
心
之
文

と
な
っ
て
い
る
。
三
宝
寺
本
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
（
四
七
オ
）。

　

第
三
に
、
伝
正
中
版
に
は
特
異
な
字
句
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
三
宝
寺
本
と
一
致
す
るＩ
。
例

え
ば
、
前
項
で
紹
介
し
た
伝
正
中
版
が
「
弥
陀
」
で
な
く
「
釈
迦
」
に
作
る
箇
所
も
、
三
宝

寺
本
は
同
じ
く
作
っ
て
い
る
。

　

第
四
に
、
伝
正
中
版
と
三
宝
寺
本
で
は
形
譌
字
の
一
致
が
多
く
見
え
る
。
最
も
顕
著
な
例

と
し
て
、
第
八
章
所
引
の
善
導
『
観
経
疏
』
巻
第
四
散
善
義
に
「
若
有w

後
仏
出
世a

豈
可i

改0w

前
十
善q

令t

行w

十
悪q

也
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
こ
の
「
改
」
を
延
応
版
（
末
帖
六
七

オ
）
な
ど
は
正
し
く
作
り
、
伝
正
中
版
は
譌
っ
て
「
政
」
に
作
る
（
八
ウ
）。
三
宝
寺
本
も
こ

れ
と
同
じ
形
譌
字
に
作
り
、
そ
の
左
傍
に
親
本
も
ま
た
此
く
の
如
し
と
い
う
意
味
の
四
字
を

小
書
し
て
い
る
（
五
三
オ
）。
そ
れ
以
外
に
も
、
伝
正
中
版
は
「
須
臾0

」（
延
応
版
本
帖
七
三
オ
）

を
譌
っ
て
「
須
更0

」（
一
四
ウ
）
に
作
り
、「
瞋
憎0

」（
延
応
版
本
帖
七
三
ウ
）
を
譌
っ
て
「
瞋
増0

」

（
一
五
オ
）
に
作
り
、「
法
常
住0

経
」（
延
応
版
末
帖
二
二
オ
）
を
譌
っ
て
「
法
常
注0

経
」（
四
〇
ウ
）

に
作
っ
て
お
り
、
三
宝
寺
本
も
こ
れ
ら
と
同
じ
形
譌
字
に
作
っ
て
い
る
（
五
七
ウ
、
五
八
オ
、

七
六
ウ
）。

　

そ
し
て
第
五
に
、
伝
正
中
版
と
三
宝
寺
本
で
は
異
体
字
の
一
致
も
ま
た
多
く
見
え
る
。
例

え
ば
、
第
九
章
「
念
仏
行
者
可p

行-w

用
四
修
法q

之
文
」
は
当
然
な
が
ら
四
修
へ
の
言
及
が

多
く
、
伝
正
中
版
で
は
「
修
」
と
「
脩
」
が
次
の
如
く
混
在
し
て
い
る
。

　

念
仏
行
者
可
四
行
用
修0

法
之
文

善
導
往
生
礼
讃
云
又
勧
行
四
修0

法
何
者
為
四
一

者
恭
敬
修0

所
謂
恭
敬
礼
拝
彼
仏
及
彼
一
切
聖
衆 

（
二
〇
オ
）

等
故
名
恭
敬
修0

畢
命
為
期
誓
不
中
止
即
是
長
時

修0

三
者
无
餘
修0

所
謂
専
称
彼
仏
名
専
念
専
想
専

礼
讃
彼
仏
及
一
切
聖
衆
等
不
雑
餘
業
故
名
无
餘

脩0

畢
命
為
期
誓
不
中
止
即
是
長
時
脩0

四
者
无
間

脩0

所
謂
相
続
恭
敬
礼
拝
称
名
讃
歎
憶
念
観
察
廻

向
発
願
心
心
相
続
不
以
餘
業
来
間
故
名
无
間
修0 

（
二
〇
ウ
）

又
不
以
貪
嗔
煩
悩
来
間
随
犯
随
懺
不
隔
念
隔
時

隔
日
常
使
清
浄
亦
名
无
間
修0

畢
命
為
期
誓
不
中

止
即
長
時
修0 

（
二
一
オ
）

こ
の
章
題
と
引
文
で
、
伝
正
中
版
が
「
修
」
に
作
る
九
箇
所
は
三
宝
寺
本
も
同
じ
く
作
り
、

伝
正
中
版
が
「
脩
」
に
作
る
三
箇
所
は
三
宝
寺
本
も
同
じ
く
作
っ
て
い
る
（
六
一
ウ
〜
二
オ
）。

ま
た
、
伝
正
中
版
は
「
不
隔
念
隔
時
隔
日
」
の
三
つ
の
「
隔
」
の
前
一
者
の
右
旁
を
「
聶
」

の
異
体
に
作
り
、
後
二
者
の
右
旁
を
「
鬲
」
の
異
体
に
作
っ
て
お
り
、
三
宝
寺
本
も
そ
れ
ぞ

れ
同
じ
く
作
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
伝
正
中
版
が
三
宝
寺
本
の
親
本
だ
と
推
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
箇
所
も
あ
る
。

第
一
に
、
三
宝
寺
本
は
原
則
と
し
て
十
八
字
詰
め
で
あ
る
が
、
字
詰
め
が
十
九
字
以
上
の
行

や
十
七
字
の
行
も
散
見
す
る
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
長
行
」「
短
行
」
と
称
す
）。
他
方
、
伝
正
中

版
は
長
行
が
四
箇
所
八
行
（
八
ウ
第
二
〜
第
六
行
、
一
七
ウ
第
三
行
、
二
二
オ
第
二
行
、
五
一
ウ
第
一

行
）
に
あ
る
も
の
の
、
短
行
は
な
い
。
し
か
も
、
伝
正
中
版
の
長
行
箇
所
が
三
宝
寺
本
の
そ

れ
と
一
致
し
な
い
。

　

第
二
に
、
伝
正
中
版
は
第
十
六
章
私
釈
の
「
静
以
」
の
前
に
改
行
が
な
く
文
が
連
続
し
て

い
る
（
六
七
オ
）
が
、
三
宝
寺
本
で
は
改
行
が
あ
る
（
九
六
ウ
）。

　

三
宝
寺
本
の
親
本
は
、
こ
れ
ら
の
不
審
も
あ
る
た
め
た
と
え
伝
正
中
版
で
な
い
と
し
て

も
、
同
版
に
極
め
て
近
い
本
だ
っ
た
こ
と
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
六
項
　
広
本
の
作
者

　

第
三
項
で
見
た
如
く
、
嘉
禎
二
年
（
1
2
3
6
）
に
源
智
『
選
択
要
決
』
は
、
執
筆
の
弟

子
が
初
心
学
者
の
た
め
に
後
に
名
目
を
加
え
て
広
本
を
作
っ
た
と
述
べ
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
百
五
十
年
後
の
至
徳
四
年
（
1
3
8
7
）
前
後
、
堯
恵
『
私
集
鈔
』
巻
第
八
「
埋

于
壁
底
者
」
は
「
有w

『
選
択
』
広
略
二
本q

也
。
略
本
今
本
也
、
即
高
覧
本
也
。
広
本
、
真0

観
房

0

0

後
日
為w
初
心
者q

聊
加w

勘
文z

広
略
二
本
中
、
縦
有w

参
差
事a

専
可p

依w

略
本q

者

也
」（
二
四
ウ
）
と
し
、
初
心
者
の
た
め
に
略
本
を
増
広
し
て
広
本
を
作
っ
た
者
は
源
空
高
弟

の
真
観
房
感
西
（
仁
平
三
年
﹇
1
1
5
3
﹈
〜
正
治
二
年
﹇
1
2
0
0
﹈）
だ
と
し
た
。
稿
者
も
五



三
宝
寺
本
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
と
広
本
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年
前
に
旧
稿Ｊ
で
そ
う
考
え
た
が
、
再
考
す
る
に
、『
選
択
集
』
を
執
筆
し
後
に
広
本
を
作
っ

た
源
空
弟
子
と
は
感
西
で
な
く
安
楽
房
遵
西
（
未
詳
〜
建
永
二
年
﹇
1
2
0
7
﹈）
で
あ
ろ
う
。

　
『
選
択
集
』
執
筆
の
任
を
務
め
た
弟
子
は
、
諸
伝
の
記
事
や
廬
山
寺
本
の
筆
跡
に
よ
っ
て
、

遵
西
と
感
西
、証
空
の
三
人
に
比
定
さ
れ
て
い
るＫ
。し
か
し
鎌
倉
室
町
時
代
に
は
、『
選
択
集
』

を
執
筆
し
た
弟
子
は
感
西
一
人
だ
け
だ
と
い
う
誤
伝
も
あ
っ
た
。
聖
冏
『
決
疑
鈔
直
牒
』
巻

第
七
「
私
問
曰
上
輩
文
中
等
事
下
」（
応
永
三
年
﹇
1
3
9
6
﹈
成
立
）
が
問
題
と
し
た
よ
う
に
、

良
忠
も
『
決
疑
鈔
』
巻
第
三
で
執
筆
の
弟
子
と
し
て
感
西
の
名
だ
け
を
挙
げ
て
い
た
。
堯
恵

『
私
集
鈔
』
が
広
本
の
作
者
を
感
西
と
し
た
の
は
、
執
筆
弟
子
は
感
西
以
外
に
い
な
か
っ
た

と
い
う
誤
解
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。先
行
研
究
で
は
唯
一
、約
百
年
前
に
今
岡
達
音
が
「
予

は
後
加
名
目
の
執
筆
人
を
以
て
安
楽
房
と
認
む
る
者
な
り
」
と
述
べ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の

理
由
が
「
真
観
房
は
、〔
…
〕
謙
譲
の
人
と
し
て
上
人
〔
源
空
…
引
用
者
註
〕
の
御
説
に
加
筆
す

る
が
如
き
行
動
を
敢
て
せ
ざ
る
人
な
れ
ば
な
り
」
と
い
う
や
や
薄
弱
な
も
の
で
あ
っ
たＬ
た
め

か
、
以
後
の
研
究
史
で
は
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

良
忠
が
上
総
国
周
東
の
在
阿
の
た
め
に
撰
述
し
た
『
決
答
授
手
印
疑
問
鈔
』（
康
元
二
年

﹇
1
2
5
7
﹈
成
立
）
の
序
は
、
同
書
巻
上
所
載
の
も
の
と
性
阿
性
心
『
授
手
印
決
答
見
聞
』

所
載
の
も
の
の
二
つ
が
あ
り
、
本
稿
で
は
両
者
を
そ
れ
ぞ
れ
「
旧
序
」
と
「
新
序
」
と
称
す

る
。
新
序
に
よ
れ
ば
、
旧
序
は
良
忠
が
在
阿
の
談
を
聞
い
て
作
っ
た
も
の
で
、
新
序
は
良
忠

が
後
に
石
川
道
遍
の
談
を
聞
い
て
添
削
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
そ
の
新
序
は
斯
く
伝
え
る
。

禅
門
〔
道
遍
…
引
用
者
註
〕
示
云
、「〔
…
〕。
石
垣
住
侶
金
光
房
、
為w
所
領
沙
汰
之q

参w

鎌
倉q

矣
。
付p

予
〔
道
遍
…
引
用
者
註
〕
致w

訴
訟q

之
処
、
法
然
上
人
御
門
人
安
楽
坊
又

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

下0w

鎌
倉

0

0q

矣0

。
以0w

『
選
択
集

0

0

0

』q

教0-w

化
諸
人

0

0

0q

之
後
、
欲p

帰w

上
都z

予
請
云
、「
暫
有w

逗
留q

矣
、
蒙w

御
教
化q

者
所
望
也
」
云　

　

云
。
彼
人
云
、「
自p

非w

四
五
日
延
引q

者
、
難p 

読w

此
集q

」。
仍
被w

読
誦q

之
時
、
金
光
房
為w

学
者q

之
間
、
亦
請p

之
為w

同
聞
衆a

即
領
解
并
聞
書
等
、
同
誂w

此
人z

〔
…
〕」。 

（
八
五
頁
）

鎌
倉
に
来
た
石
垣
の
金
光
房
は
、
自
分
道
遍
に
託
し
て
訴
訟
し
て
い
た
。
そ
し
て
当
時
は
、

鎌
倉
の
諸
人
を
『
選
択
集
』
に
よ
り
教
化
し
て
い
た
遵
西
が
帰
洛
す
る
直
前
だ
っ
た
。
自
分

道
遍
が
、
も
う
暫
く
逗
留
し
て
自
分
に
も
教
化
し
て
ほ
し
い
と
請
う
た
と
こ
ろ
、
遵
西
は
、

同
書
を
講
ず
る
た
め
に
は
帰
洛
を
四
、
五
日
延
引
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
答
え
た
。
そ

こ
で
所
要
日
数
短
縮
の
便
法
と
し
て
、
自
分
道
遍
は
学
者
で
あ
る
金
光
房
に
請
う
て
遵
西
の

同
書
講
読
に
同
座
さ
せ
、
そ
の
領
解
や
聞
書
な
ど
を
書
か
せ
た
、
と
。
な
お
、
旧
序
に
も
ほ

ぼ
同
文
が
あ
る
も
の
の
、
そ
ち
ら
で
は
『
選
択
集
』
と
い
う
書
名
が
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　

建
永
二
年
（
1
2
0
7
）
に
斬
首
さ
れ
た
遵
西
は
そ
れ
以
前
の
あ
る
時
期Ｍ
、
師
匠
源
空
の

埋
壁
の
誡
に
背
き
、
鎌
倉
で
『
選
択
集
』
を
講
読
し
諸
人
を
教
化
し
て
い
た
ら
し
い
。
同
書

を
諸
人
に
講
読
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
自
ら
書
写
し
て
他
人
に
与
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
ろ

う
。
そ
の
書
写
時
に
説
明
を
加
え
た
り
表
現
を
整
え
た
り
し
て
鎌
倉
周
辺
で
成
立
し
た
別
系

統
の
『
選
択
集
』
が
、
広
本
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

先
行
研
究
で
は
、
今
岡
が
広
本
の
延
べ
書
き
零
本
で
あ
る
覚
善
本
の
写
本
に
依
拠
し
て
、

「
案
ず
る
に
広
本
選
択
集
の
中
、
文
句
の
増
加
多
き
は
、
第
一
章
第
二
章
の
下
是
れ
な
り
、

爾
余
の
諸
章
は
文
句
の
加
減
極
め
て
少
く
し
てＮ
」
云
々
と
述
べ
て
い
た
。
覚
善
本
は
善
本
で

な
く
足
本
で
も
な
か
っ
た
た
め
、
残
欠
し
て
い
る
後
二
帖
後
七
章
に
不
同
が
少
な
い
と
の
今

岡
説
は
推
測
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
善
本
に
し
て
足
本
で
あ
る
三
宝
寺

本
に
よ
っ
て
、
第
三
章
以
降
に
略
本
と
の
不
同
が
少
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
そ
し
て
遵

西
は
、
廬
山
寺
本
の
第
一
章
か
ら
第
三
章
の
過
半
ま
で
を
執
筆
し
て
い
た
。
遵
西
の
執
筆
し

た
箇
所
と
不
同
の
多
い
箇
所
と
が
大
き
く
重
な
る
こ
と
は
、
偶
然
と
は
考
え
難
い
。

結
語

　

以
上
本
論
で
は
、
学
界
未
知
の
広
本
で
あ
る
三
宝
寺
本
を
紹
介
し
、
そ
の
親
本
な
ど
に
つ

い
て
考
察
し
た
。
同
本
が
極
め
て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
今
後
の
研
究
で

活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

註本
稿
で
用
い
た
史
料
の
書
誌
は
次
の
如
し
。
引
用
で
は
適
宜
字
体
と
句
読
を
改
め
、
訓
点
や
傍
点
、
傍
記
、

括
弧
、
頁
数
を
付
し
、
改
行
を
省
い
た
。

法
然
院
蔵
延
応
版
『
選
択
集
』、
義
山
募
刻
版
『
選
択
集
』
…
大
正
大
学
浄
土
宗
宗
典
研
究
会
編
『『
選
択

集
』
諸
本
の
研
究
』
資
料
編
影
印
（
文
化
書
院
）。『
四
巻
伝
』
…
法
然
上
人
絵
伝
集
成
（
浄
土
宗
）。『
守

護
国
家
論
』
…
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
（
総
本
山
身
延
久
遠
寺
）。『
浄
土
依
憑
経
論
章
疏
目
録
』
…
小

山
正
文
「
寛
永
二
十
一
年
本
『
浄
土
依
憑
経
論
章
疏
目
録
』」（『
同
朋
大
学
論
叢
』
六
二
、
1
9
9
0
）。

『
選
択
密
要
決
』（
浄
土
三
番
箱
）
…
西
教
寺
正
教
蔵
蔵
。『
本
尊
聖
教
録
』（
祐
師
本
尊
聖
教
録
）
…
中
山

法
華
経
寺
聖
教
殿
所
蔵
日
蓮
聖
人
御
真
跡
（
法
華
経
寺
）。
龍
谷
山
本
願
寺
蔵
室
町
末
期
書
写
本
『
浄
典

目
録
』
…
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
（
本
願
寺
出
版
社
）。『
浄
土
三
国
仏
祖
伝
集
』、『
授
手
印
決
答
見
聞
』
…

正
続
浄
土
宗
全
書
（
山
喜
房
仏
書
林
）。『
直
牒
見
聞
』
…
正
保
四
年
（
1
6
4
7
）
版
。『
選
択
要
決
』（
請

求
記
号
「
浄
教
寺
二
三
」）、
永
仁
七
年
（
1
2
9
9
）
書
写
本
『
決
疑
鈔
』（
請
求
記
号
「
〇
九
三
・
一
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‐
二
一
」）、
寛
永
年
間
（
1
6
2
4
〜
4 

4
）
前
後
古
活
字
版
『
観
経
散
善
義
伝
通
記
』（
請
求
記
号
「
〇

九
三
・
一
‐
一
三
」）
…
仏
教
大
学
付
属
図
書
館
蔵
。『
私
集
鈔
』
…
享
保
元
年
（
1
7
1
6
）
版
。『
浄

土
宗
要
集
』
…
慶
安
四
年
（
1
6
5
1
）
版
。『
伝
通
記
糅
鈔
』
…
明
暦
元
年
（
1
6
5
5
）
版
。『
黒
谷

上
人
語
燈
録
』
…
黒
谷
上
人
語
燈
録
写
本
集
成
（
浄
土
宗
）。

（
1
） 　

古
写
本
『
選
択
集
』
の
書
目
と
し
て
は
、
藤
堂
祐
範
編
『
選
択
集
大
観
』（
中
外
出
版
、
1

 

9

 
2
 

 
2
）
や
同
「
選
択
集
書
誌
」（『
専
修
学
報
』
三
、
1
9
3
6
）、
同
「
浄
土
教
稀
覯
書
目
第
三
」（『
専

修
学
報
』
九
、
1
9
4
1
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
後
二
者
は
『
旧
書
目
』
よ
り
後
に
刊
行
さ
れ

た
が
、
三
宝
寺
本
を
著
録
し
て
い
な
い
。

（
2
） 　

三
宝
寺
の
建
立
年
は
、
一
糸
文
守
の
中
正
院
日
護
伝
（
寛
永
十
八
年
﹇
1
6
4
1
﹈
成
立
）
に
よ

る
。
同
伝
は
道
友
の
文
守
が
日
護
か
ら
許
諾
を
得
て
生
前
に
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
信
憑
す
べ
き
で

あ
る
。日
護
と
同
伝
に
つ
い
て
は
、宮
崎
英
修
『
波
木
井
南
部
氏
事
跡
考
』（﹇『
日
蓮
宗
史
研
究
』
一
﹈、

孔
官
堂
出
版
部
、
1
9
5
0
）
参
照
。

（
3
） 　

古
典
籍
の
員
数
単
位
の
帖
と
冊
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
今
日
の
書
誌
学
で
も
定
説
が
な
い
よ
う
で

あ
り
、
本
稿
で
は
山
本
信
吉
の
「
料
紙
を
糊
で
貼
り
合
わ
せ
た
本
を
「
帖
」
と
い
い
、
糸
で
綴
っ
た

本
を
「
冊
」
と
呼
ぶ
」
と
い
う
理
解
（『
古
典
籍
が
語
る
│
│
書
物
の
文
化
史
│
│
』、
八
木
書
店
、

2
0
0
4
、
七
九
頁
）
に
従
う
。
帖
は
粘
に
通
じ
て
糊
付
け
を
意
味
し
、
冊
は
簡
冊
の
類
の
糸
綴
じ

を
意
味
す
る
と
理
解
す
れ
ば
、
意
よ
く
通
ず
る
。

（
4
） 　

な
お
、
文
永
十
一
年
（
1
2
7
4
）
成
立
の
望
西
楼
了
恵
編
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
は
、
巻
第
四
、

第
五
に
そ
れ
ぞ
れ
「
選
択
本
願
念
仏
集
本0

」「
選
択
本
願
念
仏
集
末0

」
を
収
録
し
て
い
た
ら
し
い
。

こ
れ
は
、
了
恵
が
本
末
二
帖
本
を
一
帖
ず
つ
収
録
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
一
帖
本
を
本
末
に
二
分
し

て
収
録
し
た
の
か
不
明
。

（
5
） 　
『
選
択
密
要
決
』
が
示
導
に
よ
り
偽
作
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
吉
良
潤
・
稲
田
順
学
・

加
藤
義
諦
「『
三
十
八
巻
鈔
』
は
本
山
義
開
祖
康
空
示
導
の
著
」（『
深
草
教
学
』
九
、
1
9
8
9
）

参
照
。

（
6
） 　
『
選
択
要
決
』
の
撰
者
や
成
立
年
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
選
択
要
決
』
撰
者
弁
証
」（『
早
稲
田
大

学
高
等
研
究
所
紀
要
』
一
三
、
2
0
2
1
）
参
照
。

（
7
） 　

覚
善
識
語
に
つ
い
て
は
、
日
下
無
倫
「
親
鸞
聖
人
見
写
の
選
択
集
及
び
そ
の
延
書
」（﹇
第
二
編
第

一
章
、
初
出
1
9
2
3
﹈、
平
楽
寺
書
店
、
1
9
3
1
、
四
一
二
頁
）
参
照
。

（
8
） 　
「
観
経
義
」
に
つ
い
て
は
、
井
上
慶
淳
「『
選
択
集
』
広
本
の
基
礎
的
研
究
│
│
存
覚
相
伝
本
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
│
│
」（『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
五
、
2
0
2
3
、
一
四
〜
六

頁
）
参
照
。『
浄
典
目
録
』
に
も
「『
観
経
義
』
四
巻
常
ニ
ハ
『
疏
』
ト
云

　
　
　
　
　
　
　
　

」
と
著
録
さ
れ
て
い
る
。

（
9
） 　

藤
堂
祐
範
「
選
択
集
之
書
史
学
的
研
究
」、『
選
択
集
大
観
』（
前
掲
）、
三
ウ
。

（
10
） 　

安
達
俊
英
「
選
択
本
願
念
仏
集
／
選
択
集
」、
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
編
『
浄
土
教
典
籍
目
録
』、

仏
教
大
学
総
合
研
究
所
、
2
0
1
1
、
三
七
五
頁
。

（
11
） 　

春
本
龍
彬
「
廬
山
寺
蔵
『
選
択
集
』
と
他
本
の
関
係
」（﹇
本
篇
第
三
章
、
初
出
2
0
2
1
﹈、『
選

択
集
の
成
立
と
展
開
│
│
廬
山
寺
本
を
中
心
に
│
│
』、
法
蔵
館
、
2
0
2
4
）
や
井
上
慶
淳
「『
選

択
集
』
広
本
の
研
究
│
│
略
本
と
の
成
立
前
後
に
つ
い
て
│
│
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
七
〇
‐

一
、
2
0
2
1
）、
下
端
啓
介
「
法
然
『
無
量
寿
経
釈
』
の
「
古
層
」
の
検
討
│
│
「
前
」・「
後
」

の
指
示
語
に
注
目
し
て
│
│
」（『
仏
教
大
学
仏
教
学
会
紀
要
』
二
八
、
2
0
2
3
）
な
ど
参
照
。

（
12
） 　

井
上
慶
淳
「『
選
択
集
』
広
本
の
基
礎
的
研
究
」（
前
掲
）、
一
頁
。

（
13
） 　

藤
堂
祐
範
「
選
択
集
之
書
史
学
的
研
究
」（
前
掲
）、
五
ウ
。
た
だ
し
、
稿
者
が
伝
正
中
版
を
実
見

し
た
と
こ
ろ
、
本
文
と
刊
記
で
墨
色
の
明
ら
か
な
異
な
り
は
認
め
難
か
っ
た
。
了
延
が
願
主
と
な
っ

て
『
選
択
集
』
や
『
阿
弥
陀
経
』
を
開
版
さ
せ
、
そ
れ
ら
の
大
尾
に
刊
記
を
捺
し
た
、
と
い
う
こ
と

は
有
り
得
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

藤
堂
は
伝
正
中
版
の
開
版
時
期
を
、「
選
択
集
之
書
史
学
的
研
究
」
で
は
「
所
謂
建
武
中
興
時
代

復
古
の
気
風
起
り
し
時
」（
五
ウ
）
と
し
て
い
た
が
、
八
年
後
の
『
浄
土
教
版
の
研
究
』（
大
東
出
版

社
、
1
9
3
0
）
で
は
「
鎌
倉
の
中
期
も
し
く
は
そ
れ
已
前
」（
九
七
頁
）
と
し
、
六
年
後
の
「
選

択
集
書
誌
」（
前
掲
）
で
は
「
正
中
以
前
鎌
倉
初マ

マ

期
頃
」（
一
四
頁
）
と
し
た
。
ま
た
近
年
、
春
本
龍

彬
は
伝
正
中
版
を
鎌
倉
前
期
の
建
暦
版
に
比
定
し
た
（「
廬
山
寺
蔵
『
選
択
集
』
と
他
本
の
関
係
」﹇
前

掲
﹈、
三
七
六
〜
七
頁
）。
し
か
し
、
末
帖
に
首
題
「
選
択
本
願
念
仏
集
末
」
を
置
い
た
伝
正
中
版
の

よ
う
な
『
選
択
集
』
が
開
版
さ
れ
た
の
は
、
鎌
倉
前
中
期
で
な
く
後
期
以
降
で
あ
ろ
う
（
本
論
第
二

項
参
照
）。

　

伝
正
中
版
に
は
印
記
や
識
語
が
な
く
、
江
戸
時
代
以
前
の
来
歴
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
西
村

兼
文
『
古
梓
一
覧
』（
明
治
十
五
年
﹇
1
8
8
2
﹈
自
跋
）
に
正
中
二
年
十
月
日
付
比
丘
了
延
刊
記

の
あ
る
『
安
楽
集
』
と
『
選
択
集
』
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
西
村
は
嘗
て
東
寺
校
倉
に
入
っ
て
得
た

知
見
も
用
い
て
同
書
を
編
ん
だ
と
い
う
た
め
、
あ
る
い
は
伝
正
中
版
も
東
寺
校
倉
に
蔵
さ
れ
て
い
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
同
版
が
後
に
久
原
文
庫
や
京
都
帝
国
大
学
古
梓
堂
文
庫
を
経
て
大
東
急
記
念
文

庫
の
蔵
に
帰
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
春
本
龍
彬
「
廬
山
寺
蔵
『
選
択
集
』
と
他
本
の
関
係
」（
三

七
四
頁
）
参
照
。

（
14
） 　

藤
堂
祐
範
「
選
択
集
之
書
史
学
的
研
究
」（
前
掲
）、
五
ウ
。

（
15
） 　

兼
岩
和
広
「
正
中
版
『
選
択
本
願
念
仏
集
』」、『
法
然
浄
土
教
の
総
合
的
研
究
』（『
仏
教
大
学
総

合
研
究
所
紀
要
』
別
冊
）、
2
0
0
2
、
二
二
五
頁
。
な
お
本
論
前
述
の
如
く
、
伝
正
中
版
な
ど
『
選

択
集
』
の
本
帖
末
帖
を
「
本
巻
」「
末
巻
」
と
称
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
16
） 　

春
本
龍
彬
「
廬
山
寺
蔵
『
選
択
集
』
と
他
本
の
関
係
」（
前
掲
）、
三
二
五
頁
。

（
17
） 　

広
本
が
二
箇
所
で
「
弥
陀
」
で
な
く
「
釈
迦
」
に
作
る
こ
と
を
、
た
だ
の
誤
り
だ
ろ
う
と
臆
断
す

べ
き
で
な
い
。
弥
陀
の
化
身
で
あ
る
善
導
の
夢
中
に
現
れ
て
玄
義
を
指
授
し
た
僧
が
弥
陀
の
応
現
で

あ
れ
ば
、
弥
陀
の
応
現
が
弥
陀
の
化
身
に
玄
義
を
指
授
し
た
と
い
う
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
う
。
広
本

が
二
箇
所
で
「
弥
陀
」
を
「
釈
迦
」
に
改
め
た
の
は
、
こ
の
矛
盾
を
避
け
る
た
め
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

な
お
、
禿
庵
文
庫
蔵
古
写
本
の
当
該
「
弥
陀
」
二
箇
所
に
傍
記
「
尺
迦
」
が
あ
る
こ
と
は
、
先
行

研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
康
楽
寺
旧
蔵
古
刊
本
（
大
東
急
記
念
文
庫
現
蔵
、
函
架
番
号

「
二
五
‐
六
三
‐
一
〇
八
八
」）
と
岩
田
淳
慶
旧
蔵
古
刊
本
（
龍
谷
大
学
図
書
館
現
蔵
、
請
求
記
号
「
〇

二
一
‐
一
五
一
‐
二
」）
に
は
「
釈
迦
」
な
ど
の
傍
記
が
よ
り
多
く
見
え
る
。
今
後
の
研
究
で
は
、

こ
れ
ら
古
刊
本
の
書
き
入
れ
に
も
注
意
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
18
） 　

伝
正
中
版
の
特
異
な
字
句
の
多
く
は
、
兼
岩
和
広
「
正
中
版
『
選
択
本
願
念
仏
集
』」（
前
掲
）
に

出
校
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
失
校
も
あ
る
。



三
宝
寺
本
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
と
広
本

（9）120

（
19
） 　

拙
稿
「『
選
択
本
願
念
仏
集
』
と
初
期
浄
土
宗
│
│
形
見
か
ら
初
学
書
、
そ
し
て
付
法
書
へ
│
│
」、

『
仏
教
史
学
研
究
』
六
二
‐
二
、
2
0
2
0
、
後
註
二
四
。

（
20
） 　

伊
藤
唯
真
は
、
二
尊
院
蔵
「
七
箇
条
制
誡
」
の
遵
西
自
筆
署
名
と
廬
山
寺
本
『
選
択
集
』
第
一
筆

の
筆
跡
を
対
照
し
、「
第
一
筆
は
安
楽
房
遵
西
で
あ
る
こ
と
は
相
伝
の
通
り
と
認
め
ら
れ
る
」
と
述

べ
て
い
る
（「
選
択
本
願
念
仏
集
」、
浄
土
宗
出
版
編
『
法
然
上
人
聚
英
』、
浄
土
宗
・
浄
土
宗
宗
務
庁
、

2
0
1
5
、
三
〇
四
頁
）。
ま
た
、
第
三
筆
が
証
空
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
上
田
良
準
「『
選
択

集
』
草
稿
本
第
三
筆
は
西
山
上
人
証
空
」（『
西
山
学
報
』
三
二
、
1
9
8
4
）
参
照
。

（
21
） 　

今
岡
達
音
「
広
本
選
択
集
延
書
」（
第
一
篇
第
二
章
第
一
節
、
初
出
1
9
2
1
）、
大
正
大
学
浄
土

学
研
究
会
編
『
今
岡
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
』（『
浄
土
学
』
五
・
六
）、
1
9
3
3
、
二
四
五
頁
。

（
22
） 　

三
田
全
信
は
、
道
遍
と
遵
西
、
金
光
房
が
鎌
倉
で
会
っ
た
時
期
を
正
治
元
年
（
1
1
9
9
）
前
後

と
考
証
し
て
い
る
（「
住
蓮
・
安
楽
に
つ
い
て
」﹇
改
訂
篇
第
十
章
、
初
出
1
9
3
5
﹈、『
浄
土
宗
史

の
諸
研
究
』
改
訂
増
補
、
山
喜
房
仏
書
林
、
1
9
8
0
﹇
初
版
1
9
5
9
﹈、
二
九
〇
〜
一
頁
）。

（
23
） 　

今
岡
達
音
「
広
本
選
択
集
延
書
」（
前
掲
）、
二
四
五
頁
。

付
記　
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
C
、
課
題
番
号
「
二
二
K
〇
〇
一
一
四
」）
に
よ

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
三
宝
寺
本
の
書
誌
情
報
の
引
用
の
た
め
、
現
蔵
者
の
石
川
武
美
記
念

図
書
館
か
ら
翻
刻
掲
載
許
可
書
を
取
得
し
て
い
る
。

追
記　
稿
者
は
過
日
、
遵
西
に
つ
い
て
も
論
じ
た
論
文
を
某
誌
に
投
稿
し
た
。
も
し
同
稿
が
査
読
を
通
過

し
て
年
内
に
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
稿
末
に
三
宝
寺
本
の
巻
首
書
影
を
掲
載
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。


